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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光源が互いに一定の間隔で配列され、配列方向に隣接する光源同士では発光色が
異なり、前記複数の光源から発せられた光を混合して照明光を出射する照明ユニットを少
なくとも１つ有する発光装置であって、
　前記照明ユニットの周囲には側壁が配置されており、発光色が前記照明光の発光色であ
る少なくとも１つの光源を、前記側壁に最も近い光源となるように配置することを特徴と
する発光装置。
【請求項２】
　前記複数の光源は、赤色、緑色および青色に発光する各光源を少なくとも１つずつ含ん
でおり、前記照明ユニットの発光色が白色であることを特徴とする請求項１に記載の発光
装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の発光装置を備えたことを特徴とする表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光色が異なる複数の光源を備えた発光装置及びこれを用いた表示装置に関
する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、照明器具，光源を内蔵した案内板、液晶ディスプレイのバックライト等には、白
色蛍光管や白色発光ダイオードが使用されてきた。しかしながら、青色発光ダイオード素
子と、青色光により励起され黄色光を呈する黄色蛍光体とで、白色光を発する白色発光ダ
イオードや、白色蛍光管を光源とした発光装置は、白色点を任意に調整することが不可能
であり、発光波長が幅広のスペクトルを有しているため色純度が低く、ディスプレイとし
ての色再現範囲が狭いという問題が生じている。
【０００３】
　また、赤色、緑色、青色の発光ダイオードを１つのパッケージに収容した白色発光ダイ
オードでは、各色の発光ダイオードの素子を１つのパッケージに収めるために、各素子を
小さくする作製する必要があり、十分な発光強度を得ることができない。特に、大型のデ
ィスプレイや、屋外の照明器具などでは、高輝度である必要があるため使用することがで
きない。
【０００４】
　前記問題を改善するために、各発光色が独立した高輝度発光ダイオードを使用する方法
がある。例えば、色純度が高い赤色、緑色、青色の各色独立した発光ダイオードをバック
ライトに用いて、色再現範囲の広いディスプレイを実現する検討が行われており、具体的
には、ＳＩＤ（ＳＯＣＩＥＴＹ　ＦＯＲ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　ＤＩＳＰＬＡＹ）　
ＤＩＧＥＳＴ　０３　ＰＡＧＥ１２５９～１２６１（非特許文献１）に示されている方法
がある。
【０００５】
　しかしながら、赤色，緑色，青色の発光ダイオードを並べて配置しただけでは発光装置
からの照明光に色ムラが生じてしまうという問題があり、各光源からの光を混合する必要
がある。すなわち、発光ダイオードは、発する光に強い指向性を有しており、各発光ダイ
オードから発せられた光を、導光板に入射した後、すぐに散乱ドットなどによって出射し
てしまうと、十分に光が混合していないため、色ムラが発生してしまう。そこで非特許文
献１では、散乱ドットなどの出射手段の設けられていない混合用の導光板と、散乱ドット
などの出射手段の設けられている出射用の導光板との、２枚の導光板を使用しており、各
発光色を発する光源からの光を混合用の導光板に入射して、各発光ダイオードからの光を
混合したのち、出射用の導光板に入射して、散乱ドットなどにより導光板の外部へ出射す
ることにより照明光を得ている。
【非特許文献１】ＳＩＤ　ＤＩＧＥＳＴ　０３　ＰＡＧＥ１２５９～１２６１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、発光色の異なる複数の光源を用いた発光装置は、以下のような課題を有
している。
　発光色が異なる複数の光源から発せられる光を混合し、これを照明光とすると、混合用
の部材を追加する必要があり、混合用の部材を配置するための空間が必要となって、発光
装置およびディスプレイの小型化，薄型化が困難である。
　また、混合用の部材と出射用の部材とを接続する手段も必要であり、接続部分において
光の損失が生じてしまい、光の利用効率が悪くなる。さらに、発光装置の端部では、最端
部に配置される光源の発光が強く影響されるため、混合領域を設けたとしても色ムラの発
生を十分に抑制することができないという課題がある。
【０００７】
　そこで本発明は、照明ユニットの端部や隣り合う照明ユニット間から発せられる照明光
の色ムラを抑制することができるとともに、コンパクトな発光装置及び表示装置の提供を
目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明に係る発光装置は、複数の光源が互いに一定の間隔で配列され、配列方向に隣接
する光源同士では発光色が異なり、前記複数の光源から発せられた光を混合して照明光を
出射する照明ユニットを少なくとも１つ有する発光装置であって、前記照明ユニットの周
囲には側壁が配置されており、発光色が前記照明光の発光色である少なくとも１つの光源
を、前記側壁に最も近い光源となるように配置することを特徴としている。
【００１３】
　上記においては、複数の光源を、赤色、緑色および青色に発光する各光源を少なくとも
１つずつ含んでおり、前記照明ユニットの発光色が白色である構成とすることができる。

【００１４】
　本発明に係る表示装置は、上記したいずれかの構成からなる発光装置を用いていること
を特徴としている。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、照明ユニットの発光色と同じ発光色の光源を、照明ユニットの端部に
配置しているので、発光色が異なる複数の光源を用いた場合でも、照明ユニット端部にお
ける色ムラを低減することができ、均一な照明光を有する発光装置を得ることができる。
【００１６】
　本発明によれば、照明ユニットの発光色と同じ発光色の光源を、２つの照明ユニットの
間に配置しているので、発光色が異なる複数の光源を用いた場合でも、照明ユニット間に
おける色ムラを低減することができ、均一な照明光を有する発光装置を得ることができる
。
【００１７】
　本発明によれば、照明ユニットの発光色と同じ発光色の光源を、照明ユニットの端部と
、２つの照明ユニットの間とに配置しているので、発光色が異なる複数の光源を用いた場
合でも、照明ユニット端部および照明ユニット間における色ムラを低減することができ、
均一な照明光を有する発光装置を得ることができる。
【００１８】
　本発明によれば、赤色、緑色、青色を発光色とする光源を少なくとも１つずつ含んでい
るので、照明光の色再現性が向上して良質な照明光を有する発光装置を得ることができる
。さらに、各発光色の光源の発光時間を制御することにより、照明光の色度を容易に調整
することが可能である。
【００１９】
　本発明によれば、一種類の発光色を他の色へ変換する発光色変換部材を備えているので
、光源の発光色の種類を低減することができ、各発光色を有する光源からの光が混合し易
くなり、色ムラを低減した照明光を有する発光装置を得ることができる。さらに、青色の
光を緑色の光に変換する発光色変換部材を蛍光体で構成することにより、色ムラを低減し
た発光装置を容易に実現することができる。
【００２０】
　本発明によれば、光源を発光ダイオードにしているので、発光波長スペクトルが急峻で
あるため、色純度が高い照明光を有する発光装置を得ることができる。さらに、発光ダイ
オードで構成することで、所望の照明光を得るための光源の発光色を容易に選択すること
ができる。
【００２１】
　本発明によれば、色ムラが低減された均一な照明光を有する発光装置を用いているので
、良質な表示を容易に行なうことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の第１～第５の実施形態に係る発光装置、及び本発明の一実施形態に係る
表示装置について、図面を参照しながら順に説明する。なお、各図は、理解しやすいよう
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に誇張して示しており、その大きさや間隔は実際のものと異なっている。
【００２３】
［第１の実施形態に係る発光装置］
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る発光装置の模式図である。本実施形態に係る発
光装置は、１つの照明ユニット１００により構成されている。
　照明ユニット１００は、赤色、緑色及び青色に発光する各光源を少なくとも１つずつ含
むように、赤色光源１０１を２つ、緑色光源１０２を２つ、青色光源１０３を２つ、白色
光源１０４を４つ備えた構成になっており、照明ユニット１００の発光色を白色としてい
る。
【００２４】
　本実施形態において、各光源は発光ダイオードである。光源として、発光ダイオードを
用いており、発光ダイオードを構成する材料を変えることで、各光源の発光波長を容易に
選択でき、かつ、発光波長スペクトルが急峻であるため、色純度が高い照明光となるので
好適である。
　なお、白色光源としては、例えば、紫外光によって赤色・緑色・青色の蛍光体を励起し
て白色を発光するものや、青色光によって黄色の蛍光体を励起して白色を発光するもので
構成することができる。
【００２５】
　上記した複数の光源は、互いに一定の間隔で直線的に配列されている。
　すなわち、赤色光源１０１、緑色光源１０２、青色光源１０３は直線Ａ１上に互いに一
定の間隔で、照明ユニット１００の中央部に配列されている。
　また、青色光源１０３、赤色光源１０１、緑色光源１０２は直線Ａ２上に互いに一定の
間隔で、照明ユニット１００の中央部に配列されている。
　ここで、「一定の間隔」は等間隔の他、ほぼ等間隔を含む意味である。
　直線Ａ１と直線Ａ２とは、中心Ｏ１を通り、かつ、互いに直交する直線Ａ３，Ａ４のう
ち、直線Ａ４と平行にし、かつ、直線Ａ４の両側に互いに等距離だけ離間している。
【００２６】
　直線Ａ１，Ａ２上に配置されている各光源は、同一直線上に配置された光源同士で互い
に同じ発光色とならないように配置し、さらに、直線Ａ１上の光源と直線Ａ２上の光源が
、直線Ａ１に垂直方向で隣り合う光源同士が、互いに同じ発光色とならないように組み合
わせて配列されている。上記した配列により、各色光源から発せられる光が混合し易くし
、白色の照明光を得ることができる。
【００２７】
　さらに、照明ユニット１００の端部には、この照明ユニット１００の発光色である白色
光を発する白色光源１０４が配置されている。
　「照明ユニット１００の端部」は、本実施形態においては、中心Ｏ１に対して互いに９
０度異なる４つの方向における端部を意味している。本実施形態においては、直線Ａ３の
延出方向と直線Ａ４の延出方向であるが、これらの方向に限るものではない。
　また、「端部」は、照明ユニット１００の「辺縁部」，「縁部」「縁端部」などと同義
であり、さらには、上記した照明ユニット１００の中央部の外方と言い換えることもでき
る。
【００２８】
　具体的には、直線Ａ４上には、点Ｐ１および点Ｐ２から中心Ｏ１から遠ざかる方向に間
隔Ｗ１だけ離間して、白色光源１０４が各々配置されている。また、直線Ａ３上には、赤
色光源１０１から中心Ｏ１から遠ざかる方向に間隔Ｗ２だけ離間した場所と、緑色光源１
０２から中心Ｏ１から遠ざかる方向に間隔Ｗ２だけ離間した場所とに、白色光源１０４が
各々配置されている。
【００２９】
　換言すると、各光源から発せられる光を混合するように一定の間隔で配列した複数の各
色光源の周囲に、照明ユニット１００と同じ発光色の光源を配置した構成にしている。
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【００３０】
　中央部に配置されている光源に比較し、端部に配置されている光源は隣接する光源の個
数が少ないため、照明ユニット１００の中央部における光源から発せられる光に比べ、端
部における光源から発せられる光は混合の度合いが低くなり、照明ユニット１００端部に
おける照明光は、照明ユニット１００端部に配置されている光源の発光色の影響が強い。
　従って、照明ユニット１００の端部に配置される光源の発光色を、照明ユニット１００
の所望の発光色である白色とすることで、色ムラを低減することができる。
【００３１】
　本実施形態では、照明ユニット１００の最外端部の光源の発光色を白色としたが、最外
端部から２番目、３番目等に配置されている端部周辺（近傍）の光源の発光色を白色とし
てもよい。例えば、照明ユニットに設けられている光源の数が多数になる場合等は、最外
端部から中央に向けて２番目、３番目のものまで白色とすることで、さらに色ムラを低減
することができる。
【００３２】
　また、照明ユニットは光源配置単位を表すため、各光源は同一の基板に設置されていて
もよいし、各光源が別々の基板に設置されるようにしてもよい。
【００３３】
　さらに、照明ユニットに設けた光源として、赤色光源、緑色光源、青色光源を使用して
説明したが、他の発光色を有する光源でも同様の効果が得られ、例えば、照明ユニットに
配置される光源を、シアンの発光色を有する光源と、赤色の発光色を有する光源としても
、照明ユニットの発光色は白色となり、照明ユニットの端部に白色光源を配置することで
色ムラを低減できる。
【００３４】
　さらにまた、照明ユニットの発光色を白色として説明したが、照明ユニットの発光色は
他の色でもよい。例えば、照明ユニットの発光色を黄色とした場合、照明ユニットに配置
する光源の発光色を赤色と緑色として、さらに、照明ユニット端部に配置される光源の発
光色を黄色とする等の組み合わせにすればよい。
【００３５】
［第２の実施形態に係る発光装置］
　次に、本発明の第２の実施形態に係る発光装置について、図２を参照して説明する。図
２は、本発明の第２の実施形態に係る発光装置の模式図である。
　第２の実施形態に係る発光装置は、１つの照明ユニット１１０により構成されている。
　照明ユニット１１０は、赤色光源１０１を３つ、緑色光源１０２を３つ、青色光源１０
３を３つ、白色光源１０４を２つ備えており、照明ユニット１１０の発光色を白色として
いる。
【００３６】
　複数の光源は、互いに一定の間隔で直線的に配列している。具体的には、中心Ｏ２を通
る直線Ｂ１上に、白色光源１０４，青色光源１０３，緑色光源１０２，赤色光源１０１及
び白色光源１０４が、互いに一定の間隔で配列されている。
　直線Ｂ２は、上記の直線Ｂ１と所要の間隔をもって平行になっており、その直線Ｂ２上
には、赤色光源１０１、青色光源１０３及び緑色光源１０２が互いに一定の間隔で配列さ
れている。
　直線Ｂ３は、上記の直線Ｂ１と所要の間隔をもって平行になっており、その直線Ｂ３上
には、緑色光源１０２、赤色光源１０１及び青色光源１０３が、互いに一定の間隔で配列
されている。
　本実施形態においては、白色光源１０４を、直線Ｂ１上の両端部に配置している。
【００３７】
　直線Ｂ１，Ｂ２及びＢ３上に配列されている各光源は、各直線上に配置された光源同士
、及び、任意の光源と、隣り合う直線上に配置される最近傍の光源が、同じ発光色となら
ないように配列されている。
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　上記した配列により、各色光源から発せられる光が混合し易くし、所望とする発光色で
ある白色の照明光を得ることができる。
【００３８】
　照明ユニット１１０は、これの周囲を側壁１０５によって方形に囲繞している。側壁１
０５は、光反射率が高い部材により形成することが望ましく、例えば、純度の高い銀又は
アルミニウムの反射膜を有するミラーや、散乱反射をする白ＰＥＴ（Ｐｏｌｙ　Ｅｔｈｙ
ｌｅｎｅ　Ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ）等が好適である。
【００３９】
　照明ユニット１１０の中央部では、各発光色を有する光源がバランス良く配列されてい
るため、各光源からの光が混合することにより所望の発光色である白色が得られる。
　しかし、照明ユニット１１０の端部に側壁１０５を配置しているので、側壁１０５へ向
かう光は側壁１０５によって反射される。側壁１０５に最も多く反射される光を発する光
源は、側壁１０５に最も近くに配置されている光源であり、側壁１０５に反射された光と
最も混合する光を発する光源も側壁１０５に最近傍である光源である。
　従って、照明ユニット１１０の照明光の端部は、側壁１０５に最も近い光源の発光色に
偏った発光色となるため、側壁１０５に最も近い光源、すなわち、照明ユニット１１０の
端部の光源の発光色を、照明ユニット１１０の所望の発光色である白色とすることで、色
ムラを低減することができる。
　なお、本実施形態では側壁１０５を方形として説明したが、例えば他の多角形，円形等
としてもよく、また、光源を囲繞することなく部分的に側壁を形成してもよい。
　さらに、この実施形態においては、１つの照明ユニット１１０を囲繞する側壁を形成し
た例について示したが、複数の照明ユニット１１０を単一の側壁により囲繞してもよい。
【００４０】
［第３の実施形態に係る発光装置］
　次に、本発明の第３の実施形態に係る発光装置について、図３を参照して説明する。図
３は、本発明の第３の実施形態に係る発光装置の模式図である。
　第３の実施形態に係る発光装置１２０は、２つの照明ユニット１３０により構成されて
いる。
　各照明ユニット１３０は、赤色光源１０１を１つ、緑色光源１０２を２つ、青色光源１
０３を１つ備えた構成になっており、照明ユニット１３０の発光色を白色としている。
　各照明ユニット１３０は、互いに所要の間隔Ｗ３をもって配置されており、２つの照明
ユニット１３０の間に、白色光源１０４を１つ配置している。なお、２つの照明ユニット
１３０の間には、複数の光源を配置することができるが、この場合、少なくとも１つの光
源の発色光を白色とする。
【００４１】
　具体的には、照明ユニット１３０の各光源は、直線Ｃ１上に、赤色光源１０１、緑色光
源１０２、青色光源１０３、緑色光源１０２が互いに一定の間隔をもって配列されている
。
　２つの照明ユニット１３０の間に配置された白色光源１０４は、直線Ｃ１上に配置され
ており、間隔Ｗ３の中央、換言すると、一方の照明ユニット１３０の緑色光源１０２と、
他方の照明ユニット１３０の赤色光源１０１との間を等分する位置に配置されている。
　なお、直線Ｃ１上に配列されている光源は、隣り合う光源の発光色が、同じ発光色とな
らないように配列されていることは、上述した各実施形態の場合と同様である。
【００４２】
　このように、２つの照明ユニットが隣り合って配置されている場合、照明ユニットを固
定するための領域を設ける必要がある等の理由により、それら照明ユニットの間に空間が
生じてしまう。
　従って、照明ユニットに設けられた複数の発光色の光源の配列を工夫したとしても、照
明ユニットの間に空間が生じているため、２つの照明ユニットを合わせた全部の光源を等
間隔に配置することが困難である。また、２つの照明ユニット間の空間を考慮して、照明
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ユニットの光源を配置する場合、光源間の距離が大きくなり、同じ領域に配置する光源数
が減少して輝度が低下してしまう。
【００４３】
　２つの照明ユニット間、すなわち、各光源間の距離が一定にならない非等間隔部では、
非等間隔を形成する２つの光源からの光が多くなる。すなわち、発光装置１２０から発せ
られる照明光は、２つの照明ユニット１３０の間の部分において、非等間隔を形成する２
つの光源からの光の影響を強く受ける。
　すなわち、図３において白色光源１０４が配置されていない場合、２つの照明ユニット
１３０の間の発光色は、緑色光源と赤色光源の影響が強くなり、色ムラが発生してしまう
。
　従って、２つの照明ユニット１３０の間に配置された光源の発光色を、照明ユニット１
３０の所望の発光色である白色とすることで、色ムラを低減させている。
【００４４】
［第４の実施形態に係る発光装置］
　次に、本発明の第４の実施形態に係る発光装置について、図４を参照して説明する。図
４は、本発明の第４の実施形態に係る発光装置の模式図である。
　第４の実施形態に係る発光装置は、１つの照明ユニット１４０により構成されている。
　照明ユニット１４０は、白色光源１０４、緑色光源１０２、青色光源１０３、緑色光源
１０２、赤色光源１０１、緑色光源１０２、青色光源１０３、緑色光源１０２、赤色光源
１０１、緑色光源１０２及び白色光源１０４が、直線Ｄ１上に互いに一定の間隔をもって
配列されており、照明ユニット１４０の発光色を白色としている。
　直線Ｄ１上に配列されている光源は、隣り合う光源の発光色が、同じ発光色とならない
ように配列されているとともに、光源配列の両端部に、白色光源１０４を配置している。
【００４５】
　照明ユニット１４０の中央部付近に配置した任意の光源の周囲には、各発光色の光源が
十分に配置されているため、各光源からの光、すなわち、赤色、緑色、青色の光が十分に
混合されて白色となる。また、照明ユニット１４０の端部においては、各発光色の光源が
十分に配置されていないため、照明光に色ムラが生じてしまう。そこで、照明ユニット１
４０の端部に配置される光源の発光色を、照明ユニット１４０の所望の発光色である白色
とすることで色ムラを低減することができる。
【００４６】
　ところで、複数の光源を図６，７に示す配列にしたときの色度の測定結果を図５に示す
。図５は、色度の測定結果を示す特性図、図６は、照明ユニットの端部に配置する光源の
発光色を白色とした、測定時の光源配列を示す模式図、図７は、照明ユニットの端部に配
置する光源の発光色を白色としない、測定時の光源配列を示す模式図である。
【００４７】
　図６に示す照明ユニット１５０は、白色光源１０４、赤色光源１０１、緑色光源１０２
、青色光源１０３、赤色光源１０１、緑色光源１０２、青色光源１０３及び白色光源１０
４が、直線Ｅ１上に互いに１０（ｍｍ）間隔で配列されており、照明光の発光色は白色と
なっている。各光源は、発光ダイオードである。
　換言すると、直線Ｅ１上に配列されている光源は、隣り合う光源の発光色が、同じ発光
色とならないように配列されているとともに、光源配列の両端部に白色光源１０４を配置
している。
【００４８】
　図７に示す照明ユニット１６０は、赤色光源１０１、緑色光源１０２、青色光源１０３
、赤色光源１０１、緑色光源１０２、青色光源１０３、赤色光源１０１、緑色光源１０２
及び青色光源１０３が、直線Ｆ１上に互いに１０（ｍｍ）間隔で配列されており、照明ユ
ニット１６０の発光色は、図６に示す照明ユニット１５０の発光色と同じである白色とし
ている。すなわち、図７に示す照明ユニット１６０は、両端部に白色光源１０４を配列し
ていない構成のものである。なお、測定点は光源が配置された直線から２０（ｍｍ）離れ
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た所である。
【００４９】
　図５において、ｘ１とｙ１は図６に示す照明ユニット１５０の測定結果である色度を示
しており、ｘ２とｙ２は図７に示す照明ユニット１６０の測定結果である色度を示してい
る。
　図５から明らかなように、照明ユニット１５０，１６０の各中央部では、光源の発光色
が赤色・緑色・青色の繰り返し配置になっているため、測定点の中央部でも色度に大きな
違いは無い。
　しかし、照明ユニット１５０，１６０の異なる位置、すなわち、光源の発光色が白色で
ある端部では、色度の測定結果に大きな違いがある。照明ユニット１５０での測定点両端
部の色度は、その両端部に配置した光源の発光色が白色であるため、照明ユニット１５０
の照明光が白色となる中央部の各光源からの混色光の色度に大きな差が無く、均一な白色
光が得られている。
　これに対して、照明ユニット１６０での測定点両端部での色度は、その端部に配置され
た光源の発光色が、照明光の発光色である白色となる中央部の各光源からの混色光と異な
るため、測定点中央部の色度と異なり、色ムラとなってしまう。
【００５０】
　特に、図７に示す照明ユニット１６０では、一方の端部に配置される光源の発光色が赤
色で、もう一方の端部に配置される光源の発光色が青色となっているため、端部に配置し
た光源の発光色の影響を受け測定点両端部でのｘ２の値が大きく変化してしまう。
　仮に、赤色・緑色・青色の順ではなく、緑色の発光色を有する光源を端部に配置したと
しても、今度は、測定点両端部でｙ２の値が大きく変化してしまうのは明らかである。
　従って、照明ユニットが備える光源の端部を白色にすることで、色ムラの低減された均
一な白色光を得ることができる。また、本実施形態では、両最端部に白色光源１０４を配
置しているので、片側の端部だけに白色光源１０４を配置した場合に比較して、色ムラを
低減させる効果が大きい。
【００５１】
［第５の実施形態に係る発光装置］
　次に、本発明の第５の実施形態に係る発光装置について、図８を参照して説明する。図
８は、本発明の第５の実施形態に係る発光装置の模式図である。
　第５の実施形態に係る発光装置１７０は、１つの照明ユニット１８０と、発光色変換部
材１９０とを有して構成されている。
　照明ユニット１８０は、白色光源１０４、青色光源１０３、赤色光源１０１、青色光源
１０３、赤色光源１０１及び白色光源１０４が、直線Ｇ１上に互いに一定の間隔をもって
順次配列されており、当該照明ユニット１８０から発せられる照明光は白色としている。
すなわち、本実施形態においては、緑色光源１０２を配置していない。
　直線Ｇ１上に配列されている各光源は、隣り合う光源の発光色が、同じ発光色とならな
いように配列されているとともに、両端部に、白色光源１０４を配置していることは前述
したとおりである。
【００５２】
　発光色変換部材１９０は、照明ユニット１８０が有する複数の光源のうち、一種類の発
光色を他の色に変換する機能を有しているものである。
　具体的には、青色の光を緑色の光に変化する機能を有するものであり、本実施形態にお
いては、有機蛍光体膜１９０ａを透明フィルム１９０ｂの光源側に積層形成しているもの
である。
　なお、青色の光を緑色の光に変換する割合は、有機蛍光体膜１９０ａの膜厚みを薄く又
は厚くするだけで容易に調整することができる。
【００５３】
　上記の構成おいて、青色光源１０３から発せられた光は、有機蛍光体膜１９０ａで一部
が緑色の光へ変換され、残りの青色の光は透過し、また、赤色光源１０１から発せられた
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光は、有機蛍光体膜１９０ａを透過する。すなわち、緑色光源を設けることなく、透過フ
ィルム１９０ｂを透過した光の発光色は白色となるのである。これにより、緑色光源を設
ける必要がなく、２種類の発光色を混合すれば良いので、色ムラを低減することができる
。
【００５４】
　さらに、照明ユニット１８０の端部には、この照明ユニット１８０の所望の発光色であ
る白色光を発する白色光源１０４が配置されている。このため、中央部に配置される光源
と比べ、端部に配置される光源は隣接する光源の個数が少なく、照明ユニット１８０の中
央部における光源からの光に比べ、端部における光源から発せられる光は混合の度合いが
低くなり、照明ユニットの照明光の端部は、照明ユニット端部に配置される光源の発光色
の影響が強い。
【００５５】
　従って、照明ユニット１８０の端部に配置される光源の発光色を、所望の発光色である
白色とすることで、色ムラを低減することができる。
　本実施形態では、発光色変換部材に有機蛍光体を用いて説明したが、無機蛍光体等の他
の材料により形成してもよい。
　また、発光装置が複数の照明ユニットを有する場合、各照明ユニットそれぞれに発光色
変換部材を設置しても、各照明ユニットに共通の単一の発光色変換部材を設置してもよい
。
　また、発色光変換部材が青色光源の上部にだけ配置されるようにしてもよい。さらに、
照明ユニットの各光源を１次元に配置したが、２次元に配置した場合でも同様の効果が得
られる。
【００５６】
　次に、本発明の一実施形態に係る表示装置について、図９を参照して説明する。図９は
、本発明の一実施形態に係る表示装置の分解斜視図である。
　本発明の一実施形態に係る表示装置は、発光装置２１０の発光面に、液晶パネル２００
を配置した構成のものである。
　発光装置２１０は、１つの照明ユニットにより構成されており、当該照明ユニットから
発せられる照明光は白色である。
【００５７】
　照明ユニットは、赤色、緑色、青色及び白色の発光色を有する光源が各々複数個配置さ
れ、その周囲を側壁に囲まれており、発光面に拡散板を配置している。
　また、照明ユニットの端部に配置される光源の発光色は、照明ユニットの所望の発光色
である白色である。なお、図示していないが、発光装置２１０と液晶パネル２００の間に
、拡散シートやプリズムシートといった光学シートを配置するようにしてもよい。
【００５８】
　発光装置２１０の照明光は、照明ユニットの端部に配置されている光源の発光色が白色
であるため、照明ユニットの端部、すなわち、側壁付近である発光装置端部において色ム
ラが低減されている。
　従って、液晶パネル２００を通して表示される画像も、色ムラの低減された良質な表示
を行なうことができる。また、照明ユニットが備える光源の発光色が複数種であるため、
色純度が高い表示が可能であるとともに、照明光の色味を容易に調整することができる。
【００５９】
　本実施形態では、液晶を用いた表示装置を例として説明したが、照明光を利用した案内
板や看板等も同様の手法を用いることで容易に実現することができ、表示内容や時間等に
より表示色を変更できるだけでなく、色ムラが低減されているため内容を明確に伝えるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る発光装置の模式図である。
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【図２】本発明の第２の実施形態に係る発光装置の模式図である。
【図３】本発明の第３の実施形態に係る発光装置の模式図である。
【図４】本発明の第４の実施形態に係る発光装置の模式図である。
【図５】色度の測定結果を示す特性図である。
【図６】照明ユニットの端部に配置される光源の発光色を白色とした、測定時の光源配列
を示す模式図である。
【図７】照明ユニットの端部に配置される光源の発光色を白色としない、測定時の光源配
列を示す模式図である。
【図８】本発明の第５の実施形態に係る発光装置の模式図である。
【図９】本発明の一実施形態に係る表示装置を適用した液晶表示装置の分解斜視図である
。
【符号の説明】
【００６１】
１０１～１０４　　　　光源
１００　　　　　　　　照明ユニット
１１０　　　　　　　　照明ユニット
１２０　　　　　　　　発光装置
１３０　　　　　　　　照明ユニット
１４０　　　　　　　　照明ユニット
１５０　　　　　　　　照明ユニット
１６０　　　　　　　　照明ユニット
１７０　　　　　　　　発光装置
１８０　　　　　　　　照明ユニット
１９０　　　　　　　　発光色変換部材
２００　　　　　　　　液晶パネル
２１０　　　　　　　　発光装置
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